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中性子科学研究施設  古府 麻衣子 

 

2025 年 1 月 1 日付で中性子科学研究施設に着任いたし

ました、古府麻衣子(こふまいこ)と申します。私が物性研

に所属するのは今回で 3 回目になります。物性研の皆様に

はこれまでも大変お世話になってきましたが、改めて自己

紹介をさせていただきたいと思います。 

私は、東北大学理学部物理学科の 4 年次に中性子・X 線

散乱研究室(遠藤康雄研究室)に配属され、研究活動をスタ

ートしました。当時遠藤研の助教授だった廣田和馬先生と、

遠藤研卒業生である多元物質科学研究所野田研究室の木村

宏之先生の指導のもと、銅酸化物高温超伝導体の中性子散

乱研究を行いました。実験には、研究用原子炉 JRR-3 に

設置された三軸分光器を使っていました。博士課程 1 年次

のときに廣田先生が物性研に異動され、私も受託学生とし

て約 2 年間、物性研で過ごしました。遠藤研ではミニサッ

カーゲームが研究室内でできるほど学生がいて、とてもに

ぎやかでしたが、物性研中性子研究施設の学生は少なかっ

たので、友達ほしさにいろいろな研究室に入り浸っていま

した。先生方には迷惑な存在だったかもしれませんが、研

究スタイル(日々の過ごし方)の多様性を実感したり、同級

生達の頑張る姿勢に刺激を受けたりと、貴重な時間だった

と思います。 

卒業後は、高エネルギー加速器研究機構(KEK)の博士研

究員となりました。当時、KEK にはパルス中性子施設

(KENS)がありましたが、J-PARC 建設を目前に控え、ビ

ーム運転を停止することになっていました。ビーム運転最

後の日の「終わりの始まり」のような独特の雰囲気は今で

も記憶に残っています。J-PARC が現実のものとなった

今でも、ときどきその光景が思い浮かびます。その後、米

国バージニア大学の Senghun Lee 教授研究室のポスドク

になり、高温超伝導体や量子スピンダイマーの研究を行い

ました。ほぼ毎月、米国国立標準技術研究所(NIST)の中

性子散乱施設に行って、数えきれないくらい実験をしまし

た。英語があまり得意でなかったので、いろいろ苦労もあ

りましたが、若さと勢いで乗り切ったような気がします。 

KEK とバージニア大での 4 年間のポスドクを経て、物

性研中性子科学研究施設山室研究室の助教となり、それま

で研究してきた強相関電子系や量子スピン系の研究とは大

きく異なる分野に足を踏み入れることになりました。大き

な配置エントロピー効果によって液体状態が安定化するイ

オン性物質のイオン液体、金属中を水素が液体のように拡

散するパラジウム水素化物、1 分子がナノ磁石のように振

る舞う単分子磁石などの研究を行いました。この世界には

多種多様な物質が存在しているのだと痛感しました。これ

らの物質を研究するにあたり、それまで使用したことのな

い中性子散乱装置や手法を経験し、中性子散乱の専門家と

して幅が広がったと思います。一方、一見全く違う物質で

も、随所に共通点があることを実感したのもこの期間でし

た。例えば、水素の振動準位と磁性イオンの結晶場準位は

同様に取り扱えますし、マクロに単一の相であってもミク

ロでは不均一にあるような状態は液体・ソフトマターに限

らず、電子系にもあります。物理現象や法則に普遍性があ

るのは当然と言えばそれまでですが、頭の良くない私にと

っては、いろいろな系を研究することによって得られた実

感でした。 

山室研で 7 年半過ごした後、原子力機構 J-PARC セン

ターの研究員になりました。物質・生命科学実験施設の

AMATERASという装置のビームライン担当者をしていま

した。AMATERASは高性能の汎用ダイナミクス装置で、

広いダイナミックレンジで物質の素励起や拡散・緩和現象

を調べることができます。学生の頃には想像できなかった

ようなクオリティのデータが取れることに感動したことも

度々ありました。KEK のポスドク時代に感じた夜明けの

予感が、このように結実したのだと、感慨深い気持ちにな

りました。建設に関わった方々には敬意しかありません。

J-PARC での約 8 年間、多くのことを経験しましたが、

最も有意義だったのは、装置への理解が深まったことだと

思います。 

このように、私は中性子施設の拠点を転々としてきまし

た。最初から目指していたわけではありませんが、中性子

を用いた物性研究をずっとしています。多岐にわたる物質

系を研究してきたので、「何が専門なのか？」と聞かれる

こともありますが、「中性子散乱です」と答えています。

中性子で測って面白そうなものは何でも測るというスタン

スで研究しています。これまで中性子で測定するのは難し
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いと考えられてきた系、例えば表面状態などにもチャレン

ジして、いつか、誰も取ったことがないデータを見てみた

いです。物性研の皆さんとのコラボも積極的に進めたいと

思っていますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

私が研究を続けていられるのは、中性子コミュニティの

見えないサポートがあったからだと感じています。これか

らは、コミュニティに育ててもらった恩を何らかの形で返

したいと考えています。現在、中性子施設の新設、拡張、

アップグレードなどが計画されており、この 10 年間で大

きな動きが予想されます。中性子科学の未来が良い方向に

進むために微力ながら頑張ります。 

今年は着任直後ということもあり、東海村にいることが

多いですが、来年度からは柏での存在確率も上がると思い

ます。見つけたら、気軽に話しかけていただけると嬉しい

です。もともと大阪出身で、お好み焼き屋でバイトしてい

たこともあり、お好み焼きやたこ焼きを作るのが得意なの

で、機会があれば振る舞いたいと思っています。 
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